
原子力空母

母港化反対

全国集会が横須賀で
配備撤回を求め

1万 5千人の参加者

― 基地へ原子力空母ジョージ ・ヮシントン配

備に反対する 「原子力空母の横須賀母港化を許きな

い全国集会」力ま7月 19日 、横須賀 1/ェルニー公園

で開かれ、全国から1万 5千 人が参加し空母の配備

撤回を求めた。県職労からも10人 が参加しました。

集会では 「ジョージ ・ワシィトンは重大な火災事

故を起こしたにもかかわらず、原因が分からないま

ま9月 末には配備されようとしている。母港化され

ればヽ首都圏は今後何十年も原子炉事故の危険と同

居することになる。断じて許してはならない」と配

備数回を強く訴えました。

集会後参加者は、市内中心部でデモ行進を実施。

横須賀基地ゲー ト前では 「原子力空母はいらないJ

とシュプレとコールを上げながら、空母の危険性を

訴えました。当日は30℃ を超える暑さの中、県職

労からの参加者も、汗だくになりながら最後のデモ

行進まで 3時 間以上の集会を乗り切りました。

本田静六奨学金の不祥事で知事が記者会見
「再発防止は上司の責任J

先に発覧した本田静六奨学生の不適正な処理を巡る問題で、7

月 15日 、上回知事は記者会見を行つた。記者からの再発防止の

ための対策について、知事は 「どんな対策をとつても、本人がほ

蔵し、上司がそれに気づかなければうまくいかない」との連旨の

答弁を行つた。

正直な窮言をしたと言えるものではある。だが、この答弁では

上司が責任を持つて処理するほかに対策がないことになる。果た

してそうなのであろう力、           ・

役所での不祥事はしばしば報道されるが、本来、不祥事などあ

りえないという前提で役所の事務は動いている。定数配Eも イレ

ギュラーな事態を想定することなく翻減が通んでいる。専目的な

事務になればなるほど担当者に任されていく。従つて、人事異動

で全く新しい職務に配Eさ れたときに、上司がその事務内容を熟

知していないことなど、どこにでもある。これは、県職員なら離

でも知つているだろう。このような状況を背景にしながら人員門

減を進めれば、不適正な事務処理が発生するリスクはさらに高く

なるだろう。

もう一つ指摘したいのは、成果主義的辞有の導入にともなって

必要でありながら日新しくない事務が極視される傾向になつてい

ることである。「定室業務的な仕事ほど単口で者痛でばかばかし

いものはないかもしれないJか ら役人は出世をめざすのだと述べ

たのは、都庁で労働問題のエキスパー トだった金子雅臣氏である。

成果■基の導入は定理秦薄の経視を助長しているから、上司の目

が行き届かないのではない力、

突き止めれば、プスクがあっても職員前減と成果と基を進める

メリットと、B員 がさまざまな意味で余裕を持つて仕事に取リユ

める環境をつくるかの選択である。前者を避択しようとする知事

にrtは ないのだろう力、
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